
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月のほけんだより 
令 和 ５ 年 ６ 月 １ 日 

日 乃 出 保 育 園 

あじさいがきれいに咲く季節となりました。この時期は、急に暑くなる日があったり、肌寒い日があったり

と体調を崩しがちです。バランスのよい食事や睡眠をしっかりと取り、元気に過ごしていきましょう。 

●ひざの上に子どもの頭を乗せ、寝かせみがきを 
します。 

●鉛筆と同じように歯ブラシを持ち、軽い力で 
みがきます。 

●奥歯の溝、歯と歯ぐきの間、歯と歯の間、歯の裏は
特に丁寧にみがきます。 

●前歯は歯ブラシを90°にあててみがきましょう。 
●歯と歯ぐきの間は歯ブラシを45°にあてましょう。 
 虫歯ゼロの健康な歯を目指して、１本ずつ丁寧に 
みがいていきましょう！ 

■食中毒 

食中毒は６月から９月頃にかけて多く発生

します。お弁当には十分に加熱した物を入れ

てください。 
 
■事故 

雨の日は傘をさすことで視界が悪くなり、

事故の危険性が高まります。 

また、雨で滑りやすく、転びやすくも 

なりますので十分に注意してください。 
 
■かぜ 
蒸し暑さから汗をかくことが増えますが、 

朝夕は気温が下がり寒くなります。汗をかい

たらすぐに着替え、寒くなったら上着などで

体温調節を行うようにしてください。 

歯みがきのポイント 
梅雨の時期の注意点 

こんな環境が虫歯になりやすい！ 

健康な歯を保つためには歯みがきがとても大切です。甘い物＝虫歯ではなく、ダラダラ食べるの
が一番キケンです！ 「食べたらみがく」を基本に、１日１回はお子さまの歯を見てあげましょう。
牛乳などでカルシウム分を補うといった栄養バランスにも気を配りましょう。 

・冷蔵庫にいつもジュースや乳酸飲料を入れてい
る 

・おやつは歯に付きやすいスナック菓子などが 
多い 

・乳歯の虫歯は生えかわるからと放置している 
・治療すれば虫歯は治ると思って、予防をしなか
ったり、子どもが嫌がると歯みがきを怠ってし
まう 

・仕上げみがきをしていない 
・歯の検診をしない 
・食事の時間を決めない 
・子どもの言うままにお菓子を買い与える 

歯ブラシ選びの基準 
歯ブラシは、毛が平らに揃っていて毛先が粗くない

物を選びます。歯科医院の先生に相談して購入するの
が一番でしょう。歯ブラシの毛先が広がってきたら 
新しい物に交換しましょう。 

虫歯予防デー 


